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紡3霊形の球状部 (鍋増谷)

¥、
J
ノi

 
i
 

/，

s

、、



粗粒片麻岩中のリング状球状部と

Pressure shadow 矢印)

(鍋増谷)

萌芽的球状部の発達した

片麻岩

(東又谷)
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球状部の発達した細粒黒雲母片麻岩

(東又谷)

では発達したリング状のものが

存在するが、これは、この岩石では

例外的で、一般には殻の未発達な蒔

なものが多い(矢印)。

球状部の発達した中粒の泥質、塩基

性、砂質の瓦層

(東又谷)


